
学
校
健
診
は
教
育
委
員

会
・
学
校
の
義
務

森
川

学
校
保
健
安
全
法
で

は
、
市
教
育
委
員
会
・
学
校

に
児
童
・
生
徒
へ
の
年
１
回

の
健
康
診
断
の
実
施
を
義
務

付
け
て
い
る
。
市
内
の
小
中

学
校
で
の
実
施
状
況
は
。

学
校
教
育
課
長

健
康
診
断

は
、
身
長
・
体
重
・
栄
養
状

態
、
脊
柱
・
胸
郭
の
疾
病
と

異
常
、
四
肢
の
状
態
、
視
力
・

聴
力
・
目
の
疾
病
と
異
常
、

耳
鼻
咽
頭
の
疾
病
と
皮
膚
疾

患
、
歯
・
口
腔
の
疾
病
と
異

常
、
結
核
の
有
無
、
心
臓
の

疾
病
と
異
常
、
尿
に
つ
い
て

行
い
、
時
期
は
６
月
末
ま
で

と
な
っ
て
い
る
。

森
川

学
校
健
診
を
欠
席
し

た
児
童
・
生
徒
へ
の
対
応
は
。

学
校
教
育
課
長

休
ん
だ
児

童
・
生
徒
に
は
、
病
院
で
健

康
診
断
を
受
け
て
も
ら
っ
て

い
る
。

森
川

あ
お
ぞ
ら
学
園
に
通

う
不
登
校
の
児
童
・
生
徒
へ

の
対
応
は
。

学
校
教
育
課
長

本
来
通
う

学
校
で
、
受
け
ら
れ
れ
ば
受

け
て
い
た
だ
く
。

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

通
う
こ
と
で
き
な
い
学
校

で
「
受
け
ら
れ
れ
ば
受
け
て

い
た
だ
く
」
。
法
律
の
定
め

に
則
っ
た
や
り
方
と
言
え
る

で
し
ょ
う
か
。

健
診
結
果
が
治
療
に
つ

な
が
ら
な
い
？

森
川

学
校
健
診
で
治
療
が

必
要
と
さ
れ
た
児
童
・
生
徒

が
適
切
な
医
療
を
受
け
て
い

る
か
。
実
態
は
。

学
校
教
育
課
長

健
診
で
症

状
が
あ
っ
た
場
合
、
保
護
者

に
医
療
機
関
で
の
受
診
を
求

め
て
い
る
が
、
２
０
２
０
年

度
で
の
未
受
診
は
小
学
校
で

眼
科
41
％
・
耳
鼻
科
48
％
・

内
科
64
％
・
歯
科
42
％
、
中

学
校
で
眼
科
80
％
・
耳
鼻
科

73
％
・
内
科
52
％
・
歯
科
89

％
だ
っ
た
。

森
川

中
学
生
の
未
受
診
率

が
高
い
要
因
は
。

学
校
教
育
課
長

例
え
ば
ア

レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
で
す
で
に

受
診
し
て
い
る
場
合
で
も
、

健
診
で
症
状
が
あ
れ
ば
保
護

者
に
受
診
を
勧
め
る
。
こ
の

場
合
、
保
護
者
が
報
告
の
書

類
を
学
校
へ
提
出
し
な
い
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、

受
診
の
際
に
保
護
者
が
学
校

発
行
の
書
類
を
持
参
し
な
か
っ

た
場
合
も
、
学
校
へ
報
告
が

提
出
さ
れ
な
い
。
あ
く
ま
で

保
護
者
の
協
力
で
受
診
を
し

て
も
ら
う
も
の
で
、
何
度
も

受
診
勧
奨
す
る
の
は
難
し
い
。

森
川

児
童
・
生
徒
が
適
切

な
医
療
が
受
け
て
い
る
と
言

え
る
か
。

学
校
教
育
課
長

保
護
者
が

必
要
と
判
断
す
れ
ば
、
適
切

な
受
診
が
行
わ
れ
て
い
る
と

考
え
る
。

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

子
ど
も
た
ち
が
適
切
な
医

療
を
受
け
ら
れ
な
い
可
能
性

を
、
保
護
者
の
み
の
責
任
と

し
て
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

行
政
が
子
ど
も
を
守
れ

森
川

教
育
委
員
会
と
し
て

の
受
診
対
策
は
。

学
校
教
育
課
長

健
診
で
症

状
が
認
め
ら
れ
た
児
童
・
生

徒
数
は
、
江
津
市
教
育
研
究

会
養
護
部
会
の
学
校
保
健
統

計
調
査
で
毎
年
報
告
を
受
け

て
い
ま
す
が
、
健
診
結
果
か

ら
受
診
を
勧
め
た
児
童
・
生

徒
の
そ
の
後
の
状
況
は
把
握

し
て
い
な
い
。

森
川

保
護
者
へ
の
周
知
の

状
況
は
。

学
校
教
育
課
長

全
て
の
保

護
者
へ
通
知
し
、
医
療
機
関

で
の
受
診
が
必
要
な
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
に
は
、
治
療

の
勧
奨
や
保
健
指
導
も
行
い
、

受
診
状
況
次
第
で
は
個
別
に

声
か
け
も
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
重
大
な
疾
病
が
懸
念
さ

れ
る
場
合
に
は
、
学
校
医
へ

相
談
し
、
保
護
者
へ
文
書
以

外
で
も
早
急
な
受
診
を
勧
め

る
。
保
護
者
の
協
力
の
下
、

児
童
・
生
徒
の
健
康
の
保
持

に
努
め
て
い
る
。

森
川

複
数
回
や
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長

文
書
通
知

は
１
回
だ
が
、
重
大
な
疾
病

が
懸
念
さ
れ
る
場
合
に
は
、

早
期
受
診
の
た
め
に
電
話
連

絡
も
し
て
い
る
。

森
川

医
療
機
関
と
の
連
携

は
。

学
校
教
育
課
長

健
診
結
果

は
江
津
市
教
育
研
究
会
養
護

部
会
か
ら
、
学
校
医
・
学
校

歯
科
医
・
学
校
薬
剤
師
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
・
校
長
会
・
江
津
市
教

育
研
究
会
の
代
表
で
構
成
す

る
江
津
市
学
校
保
健
会
へ
報

告
さ
れ
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
や
食
生
活
な
ど
多
様
な
観

点
か
ら
の
分
析
や
調
査
報
告

と
あ
わ
せ
、
年
度
末
に
発
行

す
る
『
江
津
の
学
校
保
健
』

で
共
有
し
て
い
る
。

森
川

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
市
内
で
の
感
染

例
が
増
え
て
い
る
が
、
学
校

健
診
に
与
え
る
影
響
は
。

学
校
教
育
課
長

今
後
複
数

年
に
わ
た
り
、
感
染
症
流
行

に
よ
る
受
診
控
え
の
可
能
性

も
想
定
し
、
注
意
深
く
確
認

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
引

き
続
き
医
療
機
関
の
助
言
を

得
な
が
ら
、
学
校
や
保
護
者

と
連
携
し
、
児
童
・
生
徒
の

心
身
の
健
康
の
維
持
・
増
進

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
に
は
、
病
気
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
が
重
要
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
守
る

た
め
に
は
、
行
政
が
勧
奨
を

尻
込
み
し
て
い
る
場
合
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
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森川よしひで
０９０‐７３７９‐１５５４

多 田 伸 治
０９０‐６０１４‐２２５９

悩み・困りごと

ご相談ください

江
津
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日
本
共
産
党
江
津

市
議
団
の
森
川
よ
し
ひ
で
市
議
が
「
小
中
学
校
の
学

校
健
診
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

森川よしひで市議

市内小中学校での未受診率

眼科 耳鼻科 歯科 内科

２
０
１
８
年
度

小 37％ 67％ 57％ 71％

中 72％ 82％ 60％ 46％

２
０
１
９
年
度

小 34％ 31％ 47％ 47％

中 50％ 67％ 66％ 53％

２
０
２
０
年
度

小 41％ 48％ 42％ 64％

中 80％ 73％ 89％ 52％

学
校
健
診
を
活
か
し
て

子
ど
も
の
健
康
を
守
る
取
り
組
み
を



被
災
者
へ
の

生
活
再
建
支
援
の
拡
充
を

多
田

８
月
の
災
害
被
災
者
は
、

過
去
２
回
の
被
災
と
合
わ
せ
て

生
活
再
建
や
家
屋
の
修
繕
に
多

大
な
負
担
が
の
し
か
か
る
。
市

独
自
の
支
援
も
あ
る
が
、
国
・

県
の
支
援
と
合
わ
せ
て
も
足
り

な
い
。
さ
ら
な
る
支
援
の
充
実

を
求
め
る
。

社
会
福
祉
課
長

家
屋
は
私
有

財
産
で
あ
り
、
加
入
し
て
い
る

損
害
保
険
で
補
償
さ
れ
る
べ
き

も
の
。
県
内
他
市
町
村
に
は
な

い
市
独
自
の
床
下
浸
水
へ
の
20

万
円
の
補
助
も
あ
る
。
こ
れ
以

上
の
支
援
は
、
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
て
い
く
中
で
、
国
・
県
に
要

望
し
て
い
き
た
い
。

多
田

立
て
続
け
の
被
災
で
、

江
の
川
沿
川
ひ
い
て
は
江
津
市

に
住
め
な
く
な
る
。
市
だ
け
で

な
く
国
・
県
へ
施
策
の
充
実
を

求
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

社
会
福
祉
課
長

ニ
ー
ズ
把
握

で
支
援
が
必
要
な
ら
そ
う
い
っ

た
活
動
も
考
え
る
。

農
産
物
再
生
産
へ
の
支
援

多
田

江
の
川
沿
川
の
農
地
で

は
農
作
物
が
被
害
を
受
け
た
。

高
齢
化
が
進
む
地
域
で
も
あ
り
、

こ
れ
を
機
に
離
農
す
る
と
の
声

も
聞
か
れ
る
が
、
農
業
は
江
津

市
の
基
幹
産
業
。
再
生
産
が
可

能
と
な
る
農
作
物
へ
の
補
償
を

求
め
る
。

農
林
水
産
課
長

収
入
等
支
援

制
度
も
あ
る
が
、
４
年
間
で
３

度
の
被
災
で
農
業
へ
の
意
欲
を

失
う
被
災
者
へ
、
寄
り
添
え
る

よ
う
支
援
し
て
い
く
。

多
田

心
遣
い
も
大
事
だ
が
、

金
銭
的
支
援
が
な
い
と
農
業
は

続
け
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
市
だ

け
で
全
て
の
生
産
物
へ
の
補
償

は
難
し
い
。
国
・
県
へ
再
生
産

可
能
な
農
産
物
へ
の
補
償
を
求

め
る
か
。

農
林
水
産
課
長

全
国
で
災
害

が
起
こ
っ
て
お
り
、
国
か
ら
は

具
体
的
な
制
度
の
発
動
が
な
い

が
、
制
度
に
取
り
入
れ
て
も
ら

う
こ
と
、
事
態
に
対
応
で
き
る

制
度
を
要
求
し
た
い
。

手
続
き
の
軽
減
で

被
災
者
支
援
を

多
田

被
災
し
て
も
仕
事
や
雑

事
で
復
旧
だ
け
に
集
中
で
き
な

い
。
し
か
も
、
公
的
な
支
援
・

補
助
を
受
け
る
に
は
役
所
で
の

手
続
き
が
必
要
に
な
る
。
被
災

者
へ
の
配
慮
と
し
て
、
受
け
ら

れ
る
支
援
を
全
て
受
け
て
も
ら

え
る
よ
う
、
各
戸
を
訪
問
し
て

支
援
制
度
の
案
内
・
説
明
・
受

付
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
。

総
務
課
長

建
物
被
害
認
定
調

査
を
行
い
、
罹
災
証
明
に
つ
い

て
申
請
書
と
返
信
用
封
筒
を
届

け
、
負
担
軽
減
と
早
期
対
応
を

図
っ
て
い
る
。
被
災
直
後
は
支

援
制
度
が
確
定
し
て
お
ら
ず
案

内
も
難
し
い
た
め
、
そ
の
後
自

治
会
と
個
別
向
け
に
案
内
を
行
っ

て
き
た
。
被
災
者
の
負
担
軽
減

策
と
し
て
、
被
災
者
宅
へ
の
案

内
の
た
め
の
訪
問
・
地
域
ご
と

で
の
相
談
窓
口
の
設
置
も
考
え

ら
れ
る
が
、
職
員
の
人
員
配
分

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
国
・

県
の
情
報
や
他
市
の
例
を
参
考

に
、
よ
り
良
い
対
応
を
検
証
し

て
い
き
た
い
。

６
月
の
一
般
質
問
の

お
さ
ら
い

多
田

６
月
定
例
会
の
一
般
質

問
で
も
江
の
川
治
水
・
防
災
に

つ
い
て
質
問
し
、
地
域
で
進
め

ら
れ
て
い
る
治
水
計
画
へ
の
協

議
に
つ
い
て
、
「
地
域
で
の
協

議
に
つ
い
て
定
期
的
な
協
議
を

行
え
る
支
援
」
「
そ
の
た
め
の

情
報
提
供
」
「
協
議
状
況
の
地

域
へ
の
周
知
」
「
他
地
域
と
の

連
携
の
橋
渡
し
」
「
必
要
な
資

料
の
提
供
」
を
求
め
、
対
応
す

る
と
の
答
弁
を
得
た
。
そ
の
後

ど
う
対
応
し
た
の
か
。

建
設
政
策
課
長

江
の
川
流
域

治
水
推
進
室
が
説
明
会
を
開
催

し
た
地
区
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
地
域
の
意
向
を
取
り
ま

と
め
、
そ
の
内
容
に
基
づ
い
た

計
画
案
の
作
成
を
進
め
て
い
る
。

対
象
地
域
住
民
へ
説
明
す
る
前

に
協
議
会
役
員
と
協
議
を
行
い
、

初
回
説
明
会
で
出
さ
れ
た
意
見

が
反
映
さ
れ
た
内
容
と
な
る
よ

う
調
整
を
図
っ
て
説
明
会
を
開

催
す
る
予
定
。
そ
の
た
め
、
内

容
確
認
で
時
間
が
か
か
っ
て
い

る
地
域
も
あ
る
が
、
行
政
と
住

民
で
認
識
の
ず
れ
が
な
い
よ
う

進
め
て
い
る
。
地
域
間
の
橋
渡

し
に
つ
い
て
は
、
行
政
側
が
主

導
し
て
い
く
と
答
弁
し
て
お
り
、

地
域
間
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て

橋
渡
し
を
務
め
た
い
。
資
料
や

情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、
国
土

交
通
省
が
各
地
区
の
測
量
に
入

り
概
略
図
の
作
成
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
江
津
市
と
し
て
も
、

９
月
定
例
会
へ
防
災

集
団
移
転
促
進
事
業

の
委
託
費
を
予
算
提

案
し
て
お
り
、
住
民

の
判
断
に
必
要
な
情

報
・
資
料
を
提
供
で

き
る
よ
う
準
備
し
て

い
る
。

多
田

６
月
定
例
会

で
は
、
計
画
へ
の
要
望
書
を
提

出
し
た
地
域
へ
、
回
答
を
出
す

よ
う
求
め
た
。
そ
の
後
、
要
望

書
へ
ど
う
対
応
し
た
の
か
。

建
設
政
策
課
長

要
望
書
は
桜

江
町
大
貫
和
田
地
区
・
川
平
町

田
野
地
区
・
松
川
町
長
良
地
区
・

桜
江
町
谷
住
郷
臼
木
地
区
か
ら

提
出
さ
れ
て
い
る
。
大
貫
和
田

地
区
は
堤
防
の
整
備
推
進
を
要

望
し
て
お
り
、
７
月
に
江
の
川

流
域
治
水
推
進
室
へ
提
出
し
た
。

川
平
町
田
野
地
区
は
地
元
説
明

会
で
要
望
書
へ
の
回
答
を
行
い
、

要
望
を
加
味
し
た
計
画
案
を
提

示
し
た
。
松
川
町
長
良
地
区
と

桜
江
町
谷
住
郷
臼
木
地
区
に
つ

い
て
は
、
要
望
内
容
や
河
川
整

備
計
画
を
加
味
し
た
計
画
案
を

作
成
中
で
、
地
元
説
明
会
で
回

答
す
る
予
定
。
提
出
さ
れ
た
要

望
書
は
、
江
の
川
流
域
治
水
推

進
室
で
国
・
県
と
も
情
報
共
有

し
、
計
画
に
反
映
す
る
た
め
、

地
域
と
の
協
議
を
重
ね
る
。

《
次
週
へ
続
く
》
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お

悔

や

み

申

し

あ

げ

ま

す

（
敬
称
略
）

16
日

16
日

15
日

13
日

13
日

11
日

本

山

幸

子

新

田

美

代

子

階

本

カ

ズ

コ

近

原

ヒ

デ

ヨ

盆

子

原

男

平

芳

正

（
77
）

（
86
）

（
91
）

（
97
）

（
92
）

（
86
）

江

津

町

都

治

町

桜

江

町

大

貫

桜

江

町

後

山

和

木

町

敬

川

町

防
災
計
画
に
住
民
の
声
を
活
か
す
た
め

行
政
と
し
て
の
サ
ポ
ー
ト
を

８
日
、
日
本
共
産
党
江
津
市
議
団
の
多
田
伸
治
市
議
が
、

市
議
会
の
一
般
質
問
で
「
災
害
と
防
災
」
を
取
り
上
げ
ま

し
た
。

多田伸治市議

４
年
で
３
回
と
な
る
被
災
か
ら

住
民
の
く
ら
し
と
生
業
を
守
る
支
援
の
充
実
を８月災害による倒伏(松川町)


